
　時は元禄。美の世界に取りつか

れた一人の絵師がいた。その名は

尾形光琳。師と仰いだ俵屋宗達の

魂を受け継ぎつつ、絢爛豪華な作

品を世に出した光琳の生涯を、京

焼きの名手であり最大の理解者で

あった弟の尾形幹山と対比させな

がら描いた長編時代小説。

●一般
○夜蜘蛛（著者／田中慎弥）
○国を蹴った男（著者／伊東潤）
○無花果とムーン（著者／桜庭一樹）
○14歳からわかる生活保護（著者／雨宮処凛）
○魚のいない世界（著者／マーク・カーランスキー）
○本にだって雄と雌があります（著者／小田雅久仁）
○訣別ゴールドマン・サックス(著者／グレッグ・スミス)
○大卒だって無職になる－“はたらく”につまずく若者たち（著者／工藤啓）
○国交正常化交渉 北京の五日間－こうして中国は日本と握手した
（著者／鬼頭春樹）

●子ども
○まるごと日本の道具（監修／面矢慎介）
○パパとわたし（作／マリア・ウェレニケ）
○雨ふる本屋の雨ふらし （作／日向理恵子）
○おべんとうさんいただきます（作／堀川真）
○英雄オデュッセウス（文／ジャン＝コーム・ノゲス）
○小さなミンディの大かつやく（文／エリック・Ａ・キメル）
○革命児たちの仰天!?情熱人生（著者／アンヌ・ブランシャール）
○ケープドリとモンドリアンドリ（作／ワウター・ヴァン・レーク）
○100グラムのいのち－ペットを殺処分から救う奇跡の手（著者／
太田京子）
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光琳ひと紋様
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　妖面、なりたい姿になれるとい

うそのお面は、面作師の中でも、

腕のいい者だけが作れるのだとい

う。しかし妖面は、お面を外せな

くなれば荒魂化し、人として生き

ていくことができなくなる。それ

でも、耐えがたい思いに身を焦が

す人々は、今日もお面屋を訪れる。

石川宏千花／講談社

お面屋たまよし
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一般

子ども用

俳句　はまおか俳句会

短歌　はまおか短歌会
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